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注意 志願者の皆様へ 
 

諸般の事情から，本募集要項発表後に入試方法等を変更するこ

とがあります。変更する場合は，神戸大学大学院人間発達環境学

研究科ウェブサイトにてお知らせしますので，出願を予定されて

いる方は，こまめにウェブサイトをご確認ください。特に，出願

の直前及び試験実施日の直前には，必ずご確認をお願いいたしま

す。 

（神戸大学大学院人間発達環境学研究科ウェブサイト） 

https://www.h.kobe-u.ac.jp/ja/ 
 



人間発達環境学研究科の組織 
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【取得できる学位】 
  人間発達環境学研究科博士課程後期課程を修了した者は，博士（学術）を基本とし，教育研究内
 容により人間発達専攻においては博士（教育学），人間環境学専攻においては博士（理学）の学位
を取得できます。 
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教育方法の特例（夜間及び土・日曜日開講等）の実施 
 本研究科は，一部の授業において，大学院設置基準第14条に定める教育方法の特例（有職者の

所属先における勤務条件，通学に要する時間等を考慮し，授業時間を，通常の授業時間帯及び通常

の授業時間帯以外の特定の時間又は時期に設けます。）を実施します。 
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１． アドミッション・ポリシー 

人間発達環境学研究科は，人間の発達及びそれを取り巻く環境に関わる基礎的並びに応用的・実践

的な教育研究活動に主体的に参加し，これを推進する指導的役割を担える高度な専門的能力を有する

人材の養成を目指しています。そのため，次のような資質・能力を持った学生を積極的に受け入れま

す。 

 

●人間発達環境学研究科博士課程後期課程の求める学生像 

１．高度な研究を遂行していくための基礎的な資質・能力 
〔求める要素：知識・技能〕 

２．人間の発達や環境に関する諸問題に対する鋭敏な感受性と深い専門知識にもとづいて新しい課題を

析出していく資質・能力 
〔求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力，関心・意欲〕 

３．多角的かつ重層的に課題を分析・考察し，体系的に概念化と理論化を行うことができる高度な知的

能力 
〔求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力，主体性・協働性，関心・意欲〕 

４．現代的諸問題を解決するための具体的方策を提案し，柔軟に対応できる行動力 
〔求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力，主体性・協働性，関心・意欲〕 

 

●入学者選抜の基本方針 

以上のような学生を選抜するために，人間発達環境学研究科博士課程後期課程のディプロマ・ポリ

シー及びカリキュラム・ポリシーを踏まえ，以下の選抜において様々な要素を測り，総合的に判断し

ます。 

一般入試，外国人留学生特別入試では，「口述試験」を課し，提出書類からも，「知識・技能」「思

考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」「関心・意欲」を測り，総合的に判断します。 

 
 
２．募集人員（人間環境学専攻は，第Ⅰ期募集と第Ⅱ期募集を合わせて）  
 専     攻 講   座 受験区分 募集人員 

 

 
  人間発達 人間発達 

心理系  

 
  11人 

表現系 

行動系 

教育系 

 
 
 人間環境学 

人間環境学 

 自然環境論  
 
  ６人 数理情報環境論 

生活環境論 

社会環境論 

（連携講座）環境先端科学 

 
（注）１．人間環境学専攻の募集人員は，第Ⅰ期（令和７年８月実施）と第Ⅱ期（令和８年２月実

施）を合わせた人数です。 
２．募集人員の中には，進学者及び外国人留学生特別入試若干人を含みます。 
３．人間環境学専攻人間環境学講座（受験区分：社会環境論）における第Ⅰ期募集は，修士
論文を提出し修士の学位を得た者のみを対象とします。 
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３．出願資格 
 ① 一般入試 
  次の各号のいずれかに該当する者 
   (1) 修士の学位又は専門職学位（学校教育法第104条第１項の規定に基づき学位規則（昭和28年

文部省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位をいう。以下同じ。）を有する者及び令
和８年３月までに取得見込みの者 

   (2) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月
までに取得見込みの者 

   (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専
    門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月までに取得見込みの者 

(4) 我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい
て位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し修
士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月までに取得見込み
の者 

(5) 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法(昭和51

年法律第72号)第1条第2項に規定する昭和47年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立され

た国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月

までに授与される見込みの者 
   (6) 文部科学大臣の指定した者（大学を卒業し，又は外国において学校教育における16年の課
    程を修了した後，大学・研究所等において２年以上研究に従事した者で，本研究科において，
    当該研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めたもの） 
   (7) 本研究科において，個別の出願資格事前審査により，修士の学位又は専門職学位を有する
    者と同等以上の学力があると認めた者で，令和８年３月31日までに24歳に達するもの 
 
 ② 外国人留学生特別入試 
    日本国籍を有しない者で，次の各号のいずれかに該当し，入学後「留学」の在留資格が取得で
  きる者 
     (1) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月

までに取得見込みの者 
   (2) 修士の学位又は専門職学位（学校教育法第104条第１項の規定に基づき学位規則（昭和28年

文部省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位をいう。以下同じ。）を有する者及び令
和８年３月までに取得見込みの者 

   (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専
    門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月までに取得見込みの者 

(4) 我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し,修
士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８年３月までに取得見込み
の者 

(5) 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法(昭和51
年法律第72号)第1条第2項に規定する昭和47年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立され
た国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者 

   (6) 文部科学大臣の指定した者（大学を卒業し，又は外国において学校教育における16年の課
程を修了した後，大学・研究所等において２年以上研究に従事した者で，本研究科において，
当該研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めたもの） 

   (7) 本研究科において，個別の出願資格事前審査により，修士の学位又は専門職学位を有する
者と同等以上の学力があると認めた者で，令和８年３月31日までに24歳に達する者 
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(注意) 個別の入学資格（出願資格事前）審査について 
   ・ 上記一般入試の出願資格(6)又は(7)及び外国人留学生特別入試の出願資格(6)又は(7)によ

り出願しようとする者は，出願に先立って本研究科の出願資格事前審査を受けなければなり
ません。 

   ・ 事前審査を受けようとする者は，次の①～⑦の書類等を期限までに郵送（書留速達郵便， 
必着）してください。 
 
【提出書類】 

    ① 出願資格認定審査調書（本研究科所定用紙，自書してください。） 
    ② 最終学校長が作成した成績証明書及び卒業証明書（修了証明書） 
    ③ 研究歴証明書（出願資格(6)のみ，本研究科所定用紙，所属機関の長等が証明したもの） 

④ 研究歴又は実務経験に関する報告書  １部 
⑤ 学術論文，公刊著書等及び論文要旨  各３部（３点まで，コピー可） 

                        （論文要旨は日本語で2,000字程度） 
      心理系及び教育系に出願する者は，論文の英文要約 

各３部（1,000語程度，コピー可） 
    ⑥ 本研究科における研究計画書     ４部（本研究科所定用紙，コピー可） 
    ⑦ 審査結果通知用封筒（長形３号封筒に返送先住所，氏名，郵便番号を記入し，速達郵便 

用切手410円分を貼り付けたもの） 
    
    【入学資格（出願資格事前）審査書類 提出期間】 

(1)人間環境学専攻（第Ⅰ期） 令和７年５月19日(月)から令和７年５月30日(金)まで 

(2)人間発達専攻， 
人間環境学専攻（第Ⅱ期） 

令和７年11月25日(火)から令和７年11月28日(金)まで 

 
    ※審査のために提出された書類等は返却しません。 
    ※審査の結果を，(1)人間環境学専攻（第Ⅰ期）の場合は令和７年６月13日(金)までに， 
     (2)人間発達専攻，人間環境学専攻（第Ⅱ期）の場合は令和８年１月９日(金)までに本人あ

て通知します。 
    ※審査の結果を通知するまで出願書類の送付及び検定料は払込まないでください。 
 
 
４．出願期間 
  (1) 人間環境学専攻（第Ⅰ期） 
    令和７年７月７日(月)から令和７年７月11日(金)午後４時まで（必着） 
   (2) 人間発達専攻，人間環境学専攻(第Ⅱ期) 
    令和８年１月13日(火)から令和８年１月19日(月)午後４時まで（必着） 

出願を郵送により行う者は，書留速達郵便で郵便事情を十分考慮して早めに郵送してください。 
また，出願を持参により行う者は，上の出願期間中の平日午前９時から正午まで，午後１時か

ら午後４時までの間にお越しください。 
 受験票は，後日送付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願書類・入学資格審査書類等の送付先及び学生募集に関する問い合わせ先 
〒657-8501 神戸市灘区鶴甲３丁目11 
      神戸大学大学院人間発達環境学研究科教務学生係  

    TEL (078)803-7924 
 
※封筒の表に「大学院人間発達環境学研究科博士課程後期課程入学願書在中」と朱書して
ください。 

 
※入学資格（出願資格事前）審査書類を送付する際は、封筒の表に「博士課程後期課程事
前審査書類在中」と朱書してください。 
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５．出願方法 
  出願者は，次の書類等を取りそろえ郵送又は持参してください。 
  なお，個別の入学資格（出願資格事前）審査を願い出て許可になった者は，次の(2)，(3)，(6)，

(7)の書類は提出しなくてもかまいません。 
 

提出書類等 摘          要  
(1) 入学願書 
  ・履歴書 （本研究科所定の用紙） 

(2) 成績証明書 

 
 
 

 出願資格を証明する出身大学院の研究科長（又は学長）が作成したもの。 
 ただし，大学院を修了していない者及び外国の大学を卒業した者は，最終学 
校長が作成した成績証明書を提出してください。 

(3) 修了(見込) 
証明書 

 出願資格を証明する出身大学院の研究科長（又は学長）が作成したもの。 
 ただし，大学院を修了していない者及び外国の大学を卒業した者は，最終学 
校長が作成した修了見込証明書等を提出してください。 

(4) 受験票， 
整理票 （本研究科所定の用紙） 

(5) 写真  ３枚（上半身，脱帽，正面，縦4㎝・横3㎝） 
 

出願前３か月以内に撮影したものを，入学（進学）願書，受験票及び整理 
票の所定の欄に貼ってください。 

(6) 論文等 (1) 人間発達専攻 受験区分「心理系」,「表現系」,「教育系」 
 

Ａ．修士論文を提出して修士の学位を得た者，又は，取得見込みの者は， 
下記の①，②，③及び⑤を提出してください。 

 Ｂ．修士論文を提出せずに修士の学位を得た者，又は，取得見込みの者は， 
下記の④及び⑤を提出してください。 

①修士論文     ７部（コピー可） 
②修士論文の要旨（和文） ７部 

  （A4サイズの用紙を使用，和文2,000字程度。コピー可，ただし，外国人 
留学生は提出不要。） 

③修士論文の要旨（英文） ７部 
 （A4サイズの用紙を使用，英文1,000語程度。コピー可。） 
④修士論文に相当する学術論文等（３点まで）各７部（コピー可） 
⑤公刊学術論文（受理されているものを含む。）がある場合は，３点まで 

  の論文。各７部（コピー可） 
 
※④，⑤が外国語の論文の場合は，日本語の論文要旨（各７部，和文2,000字程度，
コピー可）を提出してください。 

※人間発達専攻の受験区分「心理系」で受験する者のうちＢに該当する者は，上 
記の④又は⑤の代表する論文の少なくとも一つについて英文要約を提出して 
ください。（各７部，英文1,000語程度，コピー可） 
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  (2) 人間発達専攻 受験区分「行動系」 
 
Ａ．修士論文を提出して修士の学位を得た者，又は，取得見込みの者は， 

下記の①～⑤を提出してください。 
Ｂ．修士論文を提出せずに修士の学位を得た者，又は，取得見込みの者は， 
下記の③，④及び⑤を提出してください。 

①修士論文     ３部（コピー可） 
②修士論文の要旨  ３部 

  （A4サイズの用紙，和文2,000字程度又は英文1,000語程度。コピー可） 
 修士論文が外国語論文の場合は，和文の論文要旨を提出してください。 

③これまでの研究に関する概要 ３部 
  （A4サイズの用紙，和文2,000字程度又は英文1,000語程度。コピー可） 
④公刊学術論文（受理されているものを含む。）がある場合は，３点まで 

  の論文。各３部（コピー可） 
  外国語論文の場合は，日本語の論文要旨を提出してください。 
             各３部（和文2,000字程度，コピー可） 

⑤研究業績及び学会発表の一覧表（A4サイズの用紙を使用）３部（コピー可） 
 
※Ｂに該当する者は，上記の④の代表する論文の少なくとも一つについて英文要 

約を提出してください。 各７部（英文1,000語程度，コピー可） 

 (3) 人間環境学専攻（第Ⅰ期・第Ⅱ期共通） 
 
Ａ．修士論文を提出して修士の学位を得た者，又は，既に修士論文を作成（提 

出）し修士の学位を得る見込みの者は，下記の①，②及び④を提出してくだ 
さい。 

Ｂ．修士の学位を取得見込みの者，又は，修士論文を提出せずに修士の学位を
得た者は，下記の③及び④を提出してください。 

（注１）ただし，人間環境学講座の受験区分：社会環境論を志望する者は， 
下記の①，②及び④を提出してください。 

（注２）第Ⅱ期出願の者で，修士の学位を取得見込みの者は，下記の①，②及 
び④を提出してください。 

①修士論文     ７部（コピー可） 
②修士論文の要旨  ７部 

  （A4サイズの用紙を使用，和文2,000字程度又は英文1,000語程度。 
コピー可） 

③これまでの研究に関する概要 ７部 
    （A4サイズの用紙を使用，和文2,000字程度又は英文1,000語程度。 

コピー可） 
④公刊学術論文（受理されているものを含む。）がある場合は，３点まで 
 の論文。各７部（コピー可） 

 

(7) 本研究科に
おける研究
計画書 

８部 「行動系」は４部 
・  人間発達専攻を志望する者は，本研究科所定の用紙，コピー可 
・  人間環境学専攻人間環境学講座の受験区分：自然環境論を志望する者 

は，A4サイズの用紙を使用，和文2,000字程度又は英文1,200語程度，コピ 
ー可。人間環境学専攻のその他の受験区分を志望する者は，本研究科所定 
の用紙に和文又は英文で記入，コピー可 
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(8) 検定料 ① ３０,０００円 
   本研究科所定の郵便局専用払込用紙（検定料用）を使用して郵便局に払 

込み，「振替払込受付証明書（郵便局の日附印が必要）」を入学願書の所定の 
欄に必ず貼ってください。 

② 出願時に国費外国人留学生である者のうち，令和８年４月１日以降に 
おいて，引き続き「国費外国人留学生奨学金の支給期間満了に伴う延長申 

 請手続が可能な資格を有する者」については，検定料は不要です。 
③ ②により出願時に検定料の払込みを行わない場合は，出願時に②に該当 
する者であることを証明する次の書面を添付してください。 
（現に本学に国費外国人留学生として在籍し②に該当する者は，証明する
書面を添付する必要はありません。） 

   ・ 在学する大学発行の国費外国人留学生である旨の証明書 
・ 在学する大学発行の②に定める延長申請手続について資格を有する 

    者である旨の証明書 
   ・ ②に定める延長申請手続を行う予定である旨の本人の申立書 
④ ③の記載について不明な点がある場合は，出願前（検定料を郵便局に払込

む前）に神戸大学大学院人間発達環境学研究科教務学生係にお尋ねくださ
い。 

(注)納付した検定料は，出願書類等を提出しなかった又は出願が受理されな
かった場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。 

 

(9) 住民票(写)・ 
パスポート

（写）等 

 日本国籍以外の国籍を持つ出願者のみ 

  日本に居住している者は，市区町村の発行する「住民票の写し」（提出日
前30日以内に発行されたものに限る。）又はこれに代わる書類（「在留カー
ド」「外国人登録証明書」のコピー（表裏両面をコピーしたもの））を提出
してください。 

海外に居住している者は，パスポートのコピーを提出してください。 

(10)あて名ラベル  １枚（本研究科所定の用紙）住所，氏名，郵便番号を記入してください。 

(11) 返信用封筒  長形３号（縦23.5㎝×横12㎝）の封筒に住所，氏名，郵便番号を記入し，切手
410円分を貼ってください。 

 （受験票の送付に使用します） 

 
  ※ 婚姻等により証明書に記載された氏名と現在の氏名が異なる場合は，それを証する公的機関の 

発行した証明書（住民票の写し等）を提出してください。 
  ※ 進学者については，別途配付する「進学者選考要項」を参照してください。 
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６．試験方法，試験期日及び試験場 
 (1) 試験方法 
【人間発達専攻】 

受験区分 試験方法 
心理系 
表現系 
行動系 
教育系 

 
提出された書類，口述試験の成績を総合して行います。 
 

 
 【人間環境学専攻（第Ⅰ期，第Ⅱ期共通）】 

受験区分 試験方法 
自然環境論 

数理情報環境論 
生活環境論 
社会環境論 

提出された書類，口述試験の成績を総合して行います。 

 
 (2) 試験期日 

【人間環境学専攻（第Ⅰ期）】  

 試 験 期 日 区   分 試 験 時 間 備   考  

 
令和７年８月19日（火） 

 
口述試験 

実施時間及び会場について
は，受験票送付時に通知し
ます。 

研究計画等に関す
るプレゼンテーシ
ョンを含みます。 

＊プロジェクターを用意していますので，利用可能です。 
 
 
【人間発達専攻（受験区分「心理系」,「教育系」）】  

 試 験 期 日 区   分 試 験 時 間 備   考  

令和８年２月23日（月） 
 

口述試験 
実施時間及び会場について
は，受験票送付時に通知し
ます。 

 

  
 
【人間発達専攻（受験区分「表現系」，「行動系」）,人間環境学専攻(第Ⅱ期)】    

 試 験 期 日 区   分 試 験 時 間 備   考  

令和８年２月23日（月） 口述試験 
実施時間及び会場について
は，受験票送付時に通知し
ます。 

研究計画等に関す
るプレゼンテーシ
ョンを含みます。 

＊プロジェクターを用意していますので，利用可能です。 
 

(3) 試験場 
    神戸大学大学院人間発達環境学研究科学舎 
     神戸市灘区鶴甲３丁目11 (市バス36系統「神大人間発達環境学研究科前」下車) 
 
 
７．障害のある者の出願 
  障害のある入学志願者で，受験上及び修学上特別な配慮を希望する者は，原則として 
  (1) 人間環境学専攻（第Ⅰ期）           令和７年６月６日(金）まで 

  (2) 人間発達専攻，人間環境学専攻(第Ⅱ期)     令和７年11月28日(金）まで 
 に申し出て相談してください。 
  なお，相談に日数を要する場合があるので，できるだけ早く申し出てください。 
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８．合格者発表 
  (1) 人間環境学専攻（第Ⅰ期） 
     令和７年９月17日（水） 

  (2) 人間発達専攻，人間環境学専攻(第Ⅱ期) 
     令和８年３月９日（月） 

 選抜の結果は，合格発表当日，受験者全員に速達で発送します。到着日は，上の日付の翌日以降

となります。 

 なお，掲示及びウェブサイト上での発表は行いません。また，電話等による照会には一切応じま

せん。 
 

 

９．入学手続 
  入学手続は，令和８年３月中旬に郵送にて行います。 
 入学手続期間，提出書類，入学手続方法等の詳細については，入学手続関係書類送付の際に通知し

ます。 
  なお，入学手続関係書類は， 

人間環境学専攻（第Ⅰ期）の合格者には，令和８年２月上旬の送付を予定しています。 
人間発達専攻，人間環境学専攻（第Ⅱ期）の合格者には，合格通知書と併せて送付します。 

  

 
手 続 書 類 等 備       考 

① 令和８年度神戸大学大学院人間

発達環境学研究科博士課程後期

課程受験票 

 

② 納付金 
  ◎入 学 料   282,000円 

 授 業 料  前期分 267,900円 
        年 額 535,800円 

 入学料については，(1)の入学手続日までに納付して

ください。 

※前期分の授業料は令和８年４月下旬に口座引き落と

しされますが，詳しくは合格者に別途お知らせします。 

 
（注）１．上記の金額は，令和７年度の例です。 

２．入学手続きの詳細（提出書類及び入学料の納付方法等）については，合格者に別途お

知らせします。 
３．納付した入学料は，いかなる理由があっても返還しません。 
４．在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。 

 

（参考）入学料免除及び徴収猶予並びに授業料免除について 
令和８年度の入学料免除及び徴収猶予並びに授業料免除の内容については，免除等の内容，申請方

法等の詳細が決まり次第，神戸大学ホームページ「学生生活・学生支援」→「経済支援」→「授業料

（入学料）の免除及び入学料の徴収猶予について」に掲載します。 

（URL : https://www.kobe-u.ac.jp/ja/campus-life/financial-aid/tuition/） 

掲載内容について，不明な点等がある場合は，下の問い合わせ先に照会してください。 

 

入学料免除及び徴収猶予並びに授業料免除に関する問い合わせ先 

神戸大学学務部学生支援課奨学支援グループ(stdnt-shogakushien@office.kobe-u.ac.jp) 
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10．個人情報の取扱いについて 
  (1) 本研究科が保有する個人情報は，「個人情報の保護に関する法律」等の法令を遵守するとと 

もに，「神戸大学の保有する個人情報の管理に関する指針（平成15年法律第57号）」等に基づ 
き厳密に取扱います。 

  (2) 入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は，入学者の選抜（出願処理，試験実施），合格
者発表，入学手続業務，今後の入学者選抜方法及び大学教育改善のための調査・研究のために
利用します。なお，調査・研究及び結果の発表に際しては，個人が特定できないように処理し
ます。 

  (3) 出願にあたって提出された個人情報は，入学者の個人情報についてのみ入学後の学生支援関
係（健康管理，授業料免除，奨学金申請），教務関係（学籍，修学指導）等の教育目的及び授
業料等に関する業務並びにこれらに付随する業務を行うために利用します。 

 (4) 一部の業務を本研究科より委託を受けた業者（以下「受託業者」という。）において行うこ
とがあります。この場合，業務を行うために必要となる限度で受託業者に個人情報を提供します
が，守秘義務を遵守するよう指導します。 

 
 
11．注意事項 
  (1) 出願する者は，自己の研究テーマによる受入れと研究指導の可否について，出願前に指導を 
   希望する教員と相談したうえで出願してください。 
  (2) 出願手続後は，出願書類の記載事項の変更は認めません。 
    ただし，連絡先について変更があれば速やかに連絡してください。 
  (3) 一度受理した出願書類の返却は認めません。 
  (4) 大学院入試の第Ⅰ期に合格した場合は第Ⅱ期の合格者になることはできません。 
  (5) 記載事項に虚偽の記入をした場合は，入学後でも入学許可を取り消すことがあります。 
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 《 麻しん（はしか）・風しんの感染予防措置 》 
 
麻しん・風しんのワクチン接種（予防接種）・抗体検査に関する書類の提出について 

 

 神戸大学では「麻しん風しん登録制度」を定め,入学後のキャンパス内での麻しん・風しんの流行

を防止するため，全ての新入生に次の①，②，③のいずれかを提出していただいています。 

① 麻しん・風しんのワクチン接種を，満 1歳以降にそれぞれについて２回ずつ受けたとを証明

する書類（推奨） 

② 過去５年以内（令和３(2021)年４月以降）に麻しん・風しんのワクチン接種を，それぞれに

ついて１回ずつ受けたことを証明する書類 

③ 過去５年以内（令和３(2021)年４月以降）に受けた麻しん・風しんの抗体検査の結果が，「麻

しん・風しんの発症を防ぐのに十分な血中抗体価（下記の表を参照）を有していること」を

証明する書類 

＊ ①，② のワクチンは，麻しん・風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）等の混合ワクチンでもか

まいません。 

＊ ①，② では，接種したワクチンの種類と接種年月日が記載されていることが必要です。 
＊ 母子手帳等のワクチン接種記録や接種済証も，接種したワクチンの種類と接種年月日が記載され

ていれば ①，② の書類として使用できます。 
＊ 既往歴（かかったこと）がある場合は，③を提出するか，ワクチン接種を受けて①か②を提出し

てください。 

＊ ③では，以下の表の血中抗体価の測定方法と測定値が記載され，測定値が同表の判定基準を満た

していることが必要です。血液検査結果票そのものの提出でもかまいません。血中抗体価が不十分な

場合には，必要なワクチン接種を受け，①か②を提出してください。 

＊ ①，②，③の書類の組み合わせ，例えば麻しんについては①，風しんについては③を提出しても

かまいません。 

＊ 麻しん・風しんの血中抗体価が不十分にもかかわらず，病気や体質等やむを得ない事情によって

ワクチン接種を受けられない場合には，その旨を記載した文書（医師による証明書等）を提出してく

ださい。 

＊ 上記のいずれの書類も入学試験の合否判定に用いるものではありません。 

 

提出期限：4 月入学者は新入生健康診断実施日，10 月入学者は 10 月入学者健康診断実施日 
 提出先 ：保健管理センター 
 

   麻しん・風しんの発症を防ぐのに十分な血中抗体価の測定方法と判定基準 

区 分  測定方法 判定基準 備 考 
麻しん IgG－EIA 法 

PA 法 
NT 法 

8.0 以上の陽性   
256 倍以上の陽性 
４倍以上の陽性 

３つの測定方法のうち，いずれかで陽性 
 

風しん HI 法 
IgG－EIA 法 

32 倍以上の陽性 
8.0 以上の陽性 

２つの測定方法のうち，いずれかで陽性

（HI 法を推奨） 
   

＊ ワクチン接種歴が条件を満たす場合や追加接種する場合は、抗体検査は不要です。 
  ＊ 血中抗体価の測定は，この表の方法によってください。 
  ＊ 発症を防ぐのに十分な血中抗体価は，測定方法によって異なります。また，単に抗体陽性とさ

れる値よりは高い値なので注意してください。 
  ＊ 医療機関を受診する際には，必要なワクチン接種や抗体検査を受けることができるか，予め確

認してください。また，この学生募集要項を医師に提示するなどして必要な証明書を発行してもらっ

てください。 
 

                 この感染予防措置に関する問い合わせは 
                   神戸大学保健管理センター  TEL 078-803-5245 
                   神戸大学学務部学生支援課  TEL 078-803-5219 
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12．志願者数等の状況 
※（ ）内の数字は外国人留学生特別入試を内数で示します。 
※人間環境学専攻の募集人員は第Ⅰ期・第Ⅱ期を合わせた人数です。 
 

令和５年度 

専攻  募集 
人員 

進学者選考 入学者選考 
入学者数 志願 

者数 
受験 
者数 

合格 
者数 

志願 
者数 

受験 
者数 

合格 
者数 

人間発達 
専攻  11 9 9 9 8(1) 8(1) 5(1) 14(1) 

人間環境学
専攻 

第Ⅰ期 
6 

4(2) 4(2) 4(2) 2(1) 2(1) 2(1) 6(3) 

第Ⅱ期 0 - - 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 
合計 17 13(2) 13(2) 13(2) 11(3) 11(3) 8(3) 21(5) 

 
 
令和６年度 

専攻  募集 
人員 

進学者選考 入学者選考 
入学者数 志願 

者数 
受験 
者数 

合格 
者数 

志願 
者数 

受験 
者数 

合格 
者数 

人間発達 
専攻  11 8 8 8 13(4) 13(4) 7(1) 14 

人間環境学
専攻 

第Ⅰ期 
6 

3 2 2 1(1) 1(1) 1(1) 3(1) 

第Ⅱ期 2(1) 2(1) 2(1) 4(1) 4(1) 4(1) 6(2) 
合計 17 13(1) 12(1) 12(1) 18(6) 18(6) 12(3) 23(3) 

 
 
令和７年度 

専攻  募集 
人員 

進学者選考 入学者選考 
入学者数 志願 

者数 
受験 
者数 

合格 
者数 

志願 
者数 

受験 
者数 

合格 
者数 

人間発達 
専攻  11 6 5 5 11(2) 9(0) 6(0) 11 

人間環境学
専攻 

第Ⅰ期 
6 

2 2 2 1 1 1 3 

第Ⅱ期 1(1) 1(1) 1(1) 2 2 2 3(1) 
合計 17 9(1) 8(1) 8(1) 14(2) 12(0) 9(0) 17(1) 
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13．教員一覧（50音順） 
 

【人間発達専攻人間発達講座】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※：令和９年（２０２７年）３月退職予定 

受験区分 職名 教員氏名 受験区分 職名 教員氏名 
心理系 
 
◯印は「臨床心理
学コース」担当教
員を示す。 

准教授 
教授 
准教授 
准教授 
教授 
講師 
教授 
准教授 
教授 
准教授 
准教授 
助教 

〇相澤 直樹  
赤木 和重 

〇安達 友紀 
〇伊藤 俊樹 

加藤 佳子  
〇岸田 広平 

坂本 美紀 
谷  冬彦 
林   創 
古谷 真樹 

〇山根 隆宏 
 山本 健太 

教育系 准教授 
教授 
教授 
教授 
教授 
准教授 
助教 
准教授 
教授 
准教授 
教授 
助教 
准教授 
教授 
教授 
助教 
教授 

稲原 美苗 
岡部 恭幸 
川地 亜弥子 
北野 幸子 
※木下 孝司 
清野 未恵子 
後藤 聡美 
田中 伸 
津田 英二 
勅使河原 君江 
中谷 奈津子 

 村瀬 瑠美 
目黒  強 
山口 悦司 
山下 晃一 
ﾗｯｼﾗ・ｴﾙｯｷ・ﾀﾋﾟｵ 
渡邊 隆信 

表現系 准教授 
教授 
助教 
教授 
助教 
准教授 
准教授 
教授 
教授 
教授 
 

上田 香 
大田 美佐子 
岡野 真裕 
岸本 吉弘 
清水 大地 
関  典子 
谷  正人 
田畑 暁生 
野中 哲士 
平芳 裕子 
 

行動系 准教授 
助教 
助教 
教授 
助教 
准教授 
教授 
准教授 
准教授 
教授 
教授 
教授 
教授 
教授 

秋元  忍  
石原  暢 
打田 篤彦 
※片桐 恵子 
木伏 紅緒 
木村 哲也 
※近藤 徳彦 
佐藤 幸治 
髙田 義弘 
髙見 和至 
長ケ原 誠 
原田 和弘 
前田 正登 
増本 康平 
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【人間環境学専攻人間環境学講座】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※：令和９年（２０２７年）３月退職予定 

受験区分 職名 教員氏名 

自然環境論 教授 
教授 
教授 
教授 
教授 
准教授 
助教 
助教 
教授 
教授 
教授 
教授 

 蘆田 弘樹  
丑丸 敦史 
江原 靖人 
大串 健一 
近江戸 伸子 
黒澤 耕介 
小谷野 由紀 
佐賀 達矢 
佐藤 春実 
高見 泰興 
谷  篤史 
源  利文 

数理情報環境論 准教授 
教授 
准教授 
助教 
准教授 
教授 

ｴｽｶﾗ ｴﾏｿﾝ ｶﾞｳ 
桑村 雅隆 
※阪本 雄二 
周  怡 
長坂 耕作 
※宮田 任寿 

生活環境論 教授 
助教 
准教授 
教授 
准教授 
准教授 
准教授 
助教 
講師 

井上 真理 
内山 愉太 
大野 朋子 
佐藤 真行 
田畑 智博 
福田 博也 
村山 留美子 
湯浅 正洋 
横内 陳正 

社会環境論 准教授 
教授 
准教授 
教授 
准教授 
准教授 

井口 克郎 
太田 和宏 
坂井 晃介 
※澤  宗則 
橋本 直人 
原  将也 


